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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｍ（Ｍは２以上の整数）本のアンテナからＮ（Ｎは２上の整数で２ｎ－１＜Ｎ≦２ｎを
満たす、ｎは１以上の整数）本のサブキャリアで構成される信号を送信する送信装置と、
前記送信装置から送信される信号を受信する受信装置とを含む通信システムにおける送信
装置であって、
　前記受信装置から通知される情報に基づいて送信アンテナ毎に設定される位相回転量で
、隣り合うサブキャリア間の位相差が一定になるように位相回転を与えた伝搬路推定用の
系列をサブキャリアに割り当て、
　前記サブキャリアに割り当てられた伝搬路推定用の系列を前記Ｍ本のアンテナから同一
のタイミングで送信することを特徴とする送信装置。
【請求項２】
　Ｍ（Ｍは２以上の整数）本のアンテナからＮ（Ｎは２上の整数で２ｎ－１＜Ｎ≦２ｎを
満たす、ｎは１以上の整数）本のサブキャリアで構成される信号を送信する送信装置と、
前記送信装置から送信される信号を受信する受信装置とを含む通信システムにおける送信
装置であって、
　セル毎に決められた伝搬路推定用の系列に、送信アンテナ毎に設定される位相回転量で
、隣り合うサブキャリア間の位相差が一定になるような位相回転を与え、
　前記位相回転を与えた伝搬路推定用の系列をサブキャリアに割り当て、
　前記サブキャリアに割り当てられた伝搬路推定用の系列を前記Ｍ本のアンテナから同一
のタイミングで送信することを特徴とする送信装置。
【請求項３】
　前記送信アンテナ毎に設定される位相回転量は、前記受信装置から通知される情報に基
づいて設定されることを特徴とする請求項２に記載の送信装置。
【請求項４】
　前記情報は、前記受信装置から取得した最も新しい情報であることを特徴とする請求項
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１または請求項３に記載の送信装置。
【請求項５】
　前記隣り合うサブキャリア間の位相差をθｍ（θｍはあらかじめ用意された複数の候補
の中からアンテナ毎に選択された回転量、ｍは０≦ｍ＜Ｍを満たす整数）とする場合に、
θｍはθｍ×Ｎ＝２π×Ｌｍ（Ｌｍは整数）又はθｍ×２ｎ＝２π×Ｌｍを満たすことを
特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の送信装置。
【請求項６】
　Ｍ（Ｍは２以上の整数）本のアンテナからＮ（Ｎは２上の整数で２ｎ－１＜Ｎ≦２ｎを
満たす、ｎは１以上の整数）本のサブキャリアで構成される信号を送信する送信装置と、
前記送信装置から送信される信号を受信する受信装置とを含む通信システムにおける受信
装置であって、
　前記送信装置のアンテナ毎に設定される位相回転量で、隣り合うサブキャリア間の位相
差が一定になるように送信装置が伝搬路推定用の系列に位相回転を与えるための情報を送
信装置に通知することを特徴とする受信装置。
【請求項７】
　前記位相回転を与えられた伝搬路推定用の系列を受信し、アンテナ毎の伝搬路を分離し
て推定することを特徴とする請求項６記載の受信装置。
【請求項８】
　Ｍ（Ｍは２以上の整数）本のアンテナからＮ（Ｎは２上の整数で２ｎ－１＜Ｎ≦２ｎを
満たす、ｎは１以上の整数）本のサブキャリアで構成される信号を送信する送信装置と、
前記送信装置から送信される信号を受信する受信装置とを含む通信システムであって、　
前記送信装置は、前記受信装置から通知される情報に基づいて送信アンテナ毎に設定され
る位相回転量で、隣り合うサブキャリア間の位相差が一定になるように位相回転を与えた
伝搬路推定用の系列をサブキャリアに割り当て、
　前記サブキャリアに割り当てられた伝搬路推定用の系列を前記Ｍ本のアンテナから同一
のタイミングで送信し、
　前記受信装置は、前記送信装置のアンテナ毎に設定される位相回転量で、隣り合うサブ
キャリア間の位相差が一定になるように送信装置が伝搬路推定用の系列に位相回転を与え
るための情報を送信装置に通知することを特徴とする通信システム。
【請求項９】
　Ｍ（Ｍは２以上の整数）本のアンテナからＮ（Ｎは２上の整数で２ｎ－１＜Ｎ≦２ｎを
満たす、ｎは１以上の整数）本のサブキャリアで構成される信号を送信する送信装置と、
前記送信装置から送信される信号を受信する受信装置とを含む通信システムにおける信号
処理方法であって、
　前記受信装置から通知される情報に基づいて送信アンテナ毎に設定される位相回転量で
、隣り合うサブキャリア間の位相差が一定になるように位相回転を与えた伝搬路推定用の
系列をサブキャリアに割り当て、
前記サブキャリアに割り当てられた伝搬路推定用の系列を前記Ｍ本のアンテナから同一の
タイミングで送信することを特徴とする信号処理方法。
【請求項１０】
　Ｍ（Ｍは２以上の整数）本のアンテナからＮ（Ｎは２上の整数で２ｎ－１＜Ｎ≦２ｎを
満たす、ｎは１以上の整数）本のサブキャリアで構成される信号を送信する送信装置と、
前記送信装置から送信される信号を受信する受信装置とを含むセルラシステムにおける送
信装置の信号処理方法であって、
　セル毎に決められた伝搬路推定用の系列に、送信アンテナ毎に設定される位相回転量で
、隣り合うサブキャリア間の位相差が一定になるような位相回転を与え、
　前記位相回転を与えた伝搬路推定用の系列をサブキャリアに割り当て、
　前記サブキャリアに割り当てられた伝搬路推定用の系列を前記Ｍ本のアンテナから同一
のタイミングで送信することを特徴とする信号処理方法。
【請求項１１】
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　Ｍ（Ｍは２以上の整数）本のアンテナからＮ（Ｎは２上の整数で２ｎ－１＜Ｎ≦２ｎを
満たす、ｎは１以上の整数）本のサブキャリアで構成される信号を送信する送信装置と、
前記送信装置から送信される信号を受信する受信装置とを含むセルラシステムにおける受
信装置の信号処理方法であって、
　前記送信装置のアンテナ毎に設定される位相回転量で、隣り合うサブキャリア間の位相
差が一定になるように送信装置が伝搬路推定用の系列に位相回転を与えるための情報を送
信装置に通知することを特徴とする信号処理方法。
【請求項１２】
　Ｍ本のアンテナからＮ本のサブキャリアで構成される信号を送信する送信装置であって
、
　隣り合うサブキャリア間の位相差が一定になるように位相回転を与えた伝搬路推定用の
系列を送信することを特徴とする送信装置。
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